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平面上の三角形 OABを考え，
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とおく．辺 OAを 1 : 2に内分する点を Cとし，−→
OD = t

−→
b となる点を Dとする．−→

AD

と −→
OBが直交し，−→

BCと −→
OAが直交するとき，次の問いに答えよ．

(1) ∠AOBを求めよ．

(2) tの値を求めよ．

(3) ADと BCの交点を Pとするとき，−→
OPを −→

a，−→
b を用いて表せ．


